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2025 年度長野県看護大学 看護実践国際研究センター 専門能力開発支援部門 

ジェネラリスト看護師のための看護実践能力向上ワークショップ 開催要領 

 
1．目 的 

長野県の病院、高齢者介護施設、診療所、訪問看護ステーション等に勤務する中堅看護師を対象

に臨床判断等の看護実践能力向上を目指したワークショップの開催により、ジェネラリスト看護師

育成の一端を担う。 

 

2．目 標 

  １）講師の事例解説により事例検討の視点を理解することができる。 

  ２）自身の事例分析をもとに、自身及び施設の課題やアクションプランを導き出すことができる。 

  ３）自身の専門能力を継続的に維持・向上するための契機とすることができる。 

 

3．開催概要 

   長野県の病院、高齢者介護施設、診療所、訪問看護ステーション等に勤務する中堅看護師を対象

に、特定行為研修を修了した特定認定看護師や専門看護師を講師に迎え、事例を用いたワークショ

ップを行う。講師の事例解説により事例検討の視点を学び、自身の事例分析を基に、他施設の参加

者と意見交換し、自身および施設の課題と解決のためのアクションプランを導き出す。 

 

4．主  催  長野県看護大学 看護実践国際研究センター 専門能力開発支援部門 

 

5．期  間  令和 7年 7月～令和 7年 11 月  14 時から 16時 

        ※受講研修によって日程が異なります。 

 

6．開催会場  松本市浅間温泉文化センター（長野県松本市） 

 

7．開催方法  対面またはオンライン開催（Zoom） 

        ※ワークショップ「在宅領域における臨床判断」のみ Zoom で開催します。 

 

8．定  員  各 20 名 

        ※申込内容に不備のない方から先着順で受講決定します。 

        ※お申し込みをいただいた後に、受講決定メールを本学からお送りします。 

        ※応募者多数の場合は、お断りのご連絡をさせていただく場合がありますので、ご了

承ください。 

 

9．受講対象 長野県の病院、高齢者介護施設、診療所、訪問看護ステーション等に従事する 

「看護実践能力習熟段階レベルⅡまたはⅢ（日本看護協会）のジェネラリスト看護師 

※参考：看護実践能力習熟段階レベル（日本看護協会、2023） 

レベル  

新人 必要に応じ、助言を得て実践する 

Ⅰ 標準的な実践を自立して行う 

Ⅱ 個別の状況に応じて判断と実践を行う 

Ⅲ 幅広い視野で予測的に判断し実践を行い、ロールモデルとなる 

Ⅳ より複雑な状況において創造的な実践を行い、組織や分野を超えて参画する 

 

 

10．受講料   無料 

 



2 
 

11．修了証 すべての時間を受講された方に修了証を発行します。なお、再発行は行いません。 

 

12．進め方   1 つのワークショップは 2回で構成しています。 

        1 回目は講師による事例解説とディスカッションを行い、2回目は事例検討シートを用

いた自身の事例分析を持参いただき、課題抽出等のグループワークを行います。 

 

13．講義資料 対面開催の際は、講義資料は当日、会場にて配布いたします。 

       オンライン（Zoom）開催の際は、メールにて配信いたします。 

 

14．連絡先  長野県看護大学 看護実践国際研究センター 専門能力開発支援部門 

       担当者：①井本英津子 imoto@nagano-nurs.ac.jp         TEL:0265-81-5141 

           ②渋谷美香   mika.shibuya@nagano-nurs.ac.jp  TEL:0265-81-5152 

              ※遅刻・欠席の際は、上記に連絡をお願いします。 

但し、研修会当日の欠席や遅刻の際は、メールへの連絡をお願いします。 

 

15．個人情報の取り扱い 

         申込等で得た個人情報は、匿名化して個人が特定できないようにします。終了後アンケ

ートは、同意を得たうえで、会議資料や本学ホームページで、事業実績報告として公

表します。 

 

16．申込み 2025 年 4 月 16 日（水）朝 9:00 より申込みを開始します。申込期限は各ワークショップの 

1 回目開催日程の 2 週間前までとなります。満席になり次第、申込み受付は終了します。 

参加申し込みは、URL または QR コードよりお申込みください 

 

＊URL： https://forms.gle/jkNnAdPXj8L87wkd9  
 

＊QR コードはこちら   

 

 

 

17.プログラム 

 

 
テーマと講師 講師 

日程 

（14 時～16 時） 

開催方法 

（会場） 

1 

病院等における認知症患者への看護 

～その後のケアが変わる！ 

一歩進んだアセスメント～ 

濵 優理先生 

(諏訪赤十字病院、認知

症看護 B 課程認定看護

師） 

1 回目：7 月 11 日（金） 

2 回目：8 月 20 日（水） 

対面 

(松本市) 

2 

急変予兆を学ぼう！ 

～ラピッドレスポンスチームの視点か

ら、五感を使ったアセスメント力をつ

ける～ 

矢嶋 恵理先生 

（信州大学医学部附属

病院、クリティカルケ

ア B 課程認定看護師） 

1 回目：7 月 16 日（水） 

2 回目：8 月 29 日（金） 

対面 

(松本市) 

3 

在宅領域における臨床判断 

～様々な可能性を想定し、より確かな

アセスメントにするために～ 

坂井 理恵先生 

（佐久総合病院訪問看

護ステーション、在宅

ケア B 課程認定看護

師） 

1 回目： 9 月 19 日（金） 

2 回目：10 月 24 日（金） 
Zoom 

4 
在宅・セルフケアにつなげるがん看護 

～看護の視点で患者をとらえる～ 

清水 美穂子先生 

（飯田市立病院、 

がん専門看護師、緩和

ケア認定看護師） 

1 回目：10 月 3 日（金） 

2 回目：11 月 6 日（木） 

対面 

(松本市) 

 


